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報告 3：南京国民政府期の広東省における鉄道網再編 

――粤漢・広九鉄道接続反対問題を中心として 

 

 報告者は、近現代中国における交通体系の変容を明らかにすることを目的として、1930

～1940 年代の粤漢鉄道（広州―武漢間線）を中心とする華中・華南鉄道網を研究してき

た。南京国民政府期には、経済建設と対日抗戦準備の一環として中国各地を連結する鉄道

建設が進められた。特に、1936 年に全線開通した粤漢鉄道は、中国史上初めて内陸部を縦

貫する経路の鉄道であり、南京国民政府の経済建設のなかでも特に重視された。しかし先

行研究では、国際関係史や経済史の角度からの研究は深化しているものの、当該鉄道と沿

線地域との関係や鉄道開通がもたらした影響については、十分に明らかにされたとは言い

難いのが現状である。 

 

 本報告は、南京国民政府期の広東省における粤漢・広九鉄道（広州―九龍間線）の接続

反対問題を事例として、華南における鉄道を中心とする交通体系の再編過程を検討するも

のである。粤漢・広九鉄道は、1910 年代から広州市内にターミナル駅を置いていたものの

両鉄道間は未接続であった。そのため、両鉄道を経由する旅客や貨物の移動には、広州市

内での乗り換えを強いられていた。イギリスや南京国民政府鉄道部は、このような非効率

的状況を改善するため、1936 年の粤漢鉄道全線開通を見越して両鉄道の接続計画を進め

た。これに対し、広東省では広州市商会を中心に接続反対論が発生した。両鉄道の接続に

よって内陸部からの人や物資が直接香港へ流入し、広州の海港都市としての地位低下を招

くと懸念されたからである。 

 

 本報告ではこの接続反対問題に着目し、鉄道部の施策や広州市商会など商人団体の反応

について検討し、反対論をめぐる双方の動向を明らかにする。このような作業を通じて華

南における交通体系形成の歴史的背景と意義を浮かび上がらせることは、近現代中国交通

史研究の広がりに一定の貢献をなしうると考える。 

 

 

 


